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【評価コメント】 
 当該成果に令和 3 年度分を加えた 100 例の COPD 患者の血液・肺組織を用い、臨床データを備えた多階層のオ
ミックスデータが取得されており、価値の高いデータセットが得られている。また、企業の利用が可能となる同意書を作成し
た点や、前向き試料の取得が計画に対して減少した際に、既存試料の解析を追加し対応した点も評価できる。 
 今後は前向き症例にて取得予定であった空間マルチオミックスデータセットの充実や、時系列オミックスデータの収集を
ご検討いただきたい。構築したデータセットを用いることにより COPD の進展に関連する分子病態が明らかとなり、その後
の臨床応用、実用化につながることを期待する。


